
平成22年度事業計画
及び歳入歳出予算(案)の概要

一 般 会 計
退職給与資金特別会計
退職年金資金特別会計
損害填補資金特別会計



日本赤十字社全体の予算規模（歳出ベース）

医療施設特別会計
9,736億円 → 9,938億円

一般会計
365億円 → 326億円

社会福祉施設特別会計
116億円 → 133億円

血液事業特別会計
1,637億円 → 1,785億円

３つの資金特別会計
327億円 → 329億円

（百万円）
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国際赤十字･赤新月社連盟「2020年に向けての戦略」

（１）赤十字の使命と役割
社員とボランティアのネットワークを活かし、人々の苦痛の予防・軽減に

貢献

（２）赤十字の活動分野

（３）赤十字の活動手段と方法
・組織基盤を強化し、外部団体や企業とも協力
・連盟の情報共有ネットワークを活用
・明確な目標を設定し、事業の進捗を評価

１．国際赤十字の方針に沿った活動

活動分野 １

災害救援及び復興支援

活動分野 ２

保健医療活動及び
災害の予防活動

活動分野 ３

人々を孤立、排除、摩擦か
ら保護し、社会の構成員と
して認め合う活動



２．海外での救援活動･開発協力

日本赤十字社の国際活動の基本方針
（平成21～25年度）

・事業の選択と集中
- 日本赤十字社の能力が発揮される分野に重点化

・気候変動等に伴う災害への対応
- 様々な役割を担う救援要員の養成と、ERU等資機材の見直し
- 災害多発国の赤十字社と連携した、防災への取り組み

・保健衛生分野の取り組み
- 特に事態が深刻なアフリカ地域での支援を強化

・人道問題の関心喚起
- 世界の人道問題に関する世論の形成



ミャンマーサイクロン
平成20年5月2日発生

中国大地震
平成20年5月12日発生

（１）復興支援事業

主な支援計画
・学校の再建
・医療施設の再建
・中国紅十字会のｄＥＲＵ整備支援

主な支援計画
・住宅、学校の再建
・保健・衛生活動
・被災者の生計支援
・防災対策



HIV・エイズ対策支援
（ジンバブエ）

母子保健
（ウガンダ）

（２）保健衛生への取り組み

主な支援計画
・安全な出産に必要な用具をま
とめた「ママ・バッグ」の配付
・出産に関する知識の普及
・妊産婦の産前産後ケア
・保健施設への医療機材の支援

主な支援計画
・正しい知識や予防策の普及
・陽性者や患者へのケアやサポート
・陽性者や患者への差別、偏見の防止



３．国内災害救護体制の充実強化

（１）大規模地震対応計画の整備

基本法・規則

防災業務計画

救護活動計画

人材育成・

資機材整備等

・日本赤十字社法

・日本赤十字社定款

・日本赤十字社救護規則

日本赤十字社 防災業務計画

・災害対策基本法

・防災基本計画

・大規模地震対策特別措置法

東海地震

対応計画

首都直下地震

対応計画

東南海・南海地震

対応計画

大規模地震を想定した救護訓練・資機材の整備 等



（２）救護員の育成 （３）dＥＲＵ（国内型移動式仮設診療所）

・日赤救護班全体の知識や技術のレベル

アップ

・平成22年度は日赤ＤＭＡＴ研修会を、各

病院から1個班の参加を目標に4回開催

回数 病院数 参加者（支部救護担当者）

3回 37 174人（うち43人）

日赤ＤＭＡＴ研修会実績
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（４）こころのケア研修の充実 （５）防災ボランティアの養成
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４．健康・安全のための知識と技術の普及

（２）ボランティア指導員の養成

・講習事業全体で77万9,000人に普及

・企業、団体、マスメディア向けに講習事業

の広報を充実

（１）救急法等講習の普及

・指導員の養成講習を充実

・ボランティア指導員による講習指導の

拡充



（３）赤十字健康生活支援講習の普及促進

平成22年度は、全国で約8万人を対象

に講習を実施



モデルとなる活動の普及 青尐年の国際理解

５．青尐年赤十字の活動

モデル校の活動事例

校内における募金活動（埼玉）

海外の子供達への支援と国際交流

・モンゴル、ネパール等、海外の赤十字

社と協力しての文具やスポーツ用品

の支援

・アジア・太平洋地域の青尐年赤十字

メンバーを招へいして交流集会を実施



青年赤十字奉仕団活動 モデル奉仕団の活動の普及

６．赤十字ボランティアの活動

・若者世代間でのＨＩＶ・エイズ予防啓発

活動

・活動の中心となるリーダーの養成

赤十字ふれ愛サロン（地域のお年寄りの交流会）
（北海道北広島市赤十字奉仕団）



戦略的なメディア対応赤十字150年キャンペーン

７．広報活動の推進

・赤十字活動のメディアへの積極的な

情報発信

・記者などを対象に見学や説明会等

の開催

・原宿表参道への赤十字旗の掲揚等

・写真展、美術展等の開催

・宝塚歌劇団による「ソルフェリーノの

夜明け」の公演

・NPO等との連携によるイベントの開催



８．社資募集活動

社資募集への取り組み

・赤十字活動の説明と、協力への積極的な

働きかけ

・社員・寄付者への十分な情報提供

・多様な社費、寄付金募集方法の普及

・企業の社会貢献プログラムとの連携

平成22年度赤十字年間ポスター

アース製薬とのタイアップ
（ストップモスキートキャンペーン）



９．一般会計歳入予算のあらまし

平成21年度 平成22年度 増減率

歳入合計 365億円 → 326億円 △10.5%
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社資収入
［203億円 → 204億円］ 0. 5％

委託金･補助金等
［ 13億円 →  14億円］ 11.4％

繰入金収入
［ 65億円 →  22億円］ △65.0％

前年度繰越金等
［ 83億円 →  84億円］ 1. 9％

（億円）
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１０．一般会計歳出予算のあらまし

平成21年度 平成22年度 増減率

歳出合計 365億円 → 326億円 △10.5%
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（億円）

社業振興費
［28億円 →  27億円］ △ 3.6％

災害救護事業費
［29億円 → 26億円］ △ 8.2％

社会活動費
［42億円 →  44億円］ 5.5％

国際活動費
［57億円 →  50億円］ △12. 7％

地区分区交付金
［24.3億円 →23.9億円］ △ 1.5％

その他
［116.4億円→116.6億円］ 0.2％平成21年度

資産取得及び資産管理費等
［66億円 →  36億円］ △45. 1％

365億円

平成22年度



１１．資金特別会計

退職給与資金特別会計
・退職職員への退職給与一時金の交付

４，９２３人

２５８億円（交付予定額）

退職年金資金特別会計
・日赤退職年金（閉鎖年金）の給付

２，４４２人

１４．２億円（給付予定額）

損害填補資金特別会計
・地震等被災施設への損害填補金の交付

１．４億円（交付予定額）

平成２２年度予算額 ５.１億円

基金残高 ９２億円

平成２２年度予算額 １４．２億円

基金残高 ４３億円

平成２２年度予算額 ３０９億円

基金残高 ７０６億円



平成22年度事業計画
及び歳入歳出予算(案)の概要

社会福祉施設特別会計



１．赤十字としての特色を活かした社会福祉
施設の運営

○全国28ヵ所で社会福祉施設を運営

○赤十字病院との連携や

赤十字奉仕団、ボラン

ティアの支援による地域

交流活動を通じて、地域

の福祉拠点としての役割

を果たす
【視覚障害者がシンクロに挑戦】

（神奈川県ライトセンター）



２．赤十字乳児院の運営強化

「赤十字乳児院のあり方検討会」報告書（平成19年度）

○児童心理の専門家
からの助言指導

○短期滞在現場研修
の導入 など

平成20～21年度

○赤十字乳児院運営
改善計画の作成

○小規模グループ
ケアの実施

○現場研修の充実

平成22年度



３．特別養護老人ホームの運営充実化

高齢者介護を取り巻く状況

○特別養護老人ホームの入所待機者数

約42万人 （平成21年12月現在）

○平成27年には、4人に1人が65歳以上

日本赤十字社の特別養護老人ホーム

＜＜地域への貢献度の高い施設を目指す＞＞

○広尾地区介護保険施設等整備事業の実施

○専門的で質の高いサービスの提供

○職員の質の向上

○訪問介護などのサービスの充実化



４．地域における子育て支援事業の実施

○各地域の赤十字奉仕団をはじめ、地域住民や福祉サービス
を提供する団体、行政などとの連携による子育て支援活動を
推進する。

○赤十字の使命や事業活動を地域住民に身近に伝えるととも
に、地域における赤十字活動の活性化を図る。

【子育て応援隊のチラシ】
（長崎県支部）

【すくすく子育てサポート講習】
（岐阜県支部）
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142億円

158億円

５．社会福祉施設特別会計歳入予算のあらまし

平成21年度 平成22年度 増減率

収入合計 142億円 →  158億円 11.2％

〇肢体不自由児施設 ［ 19.7億円→  19.3億円］ △1.9％

〇児童養護施設 ［ 2.8億円→ 2.8億円］ 3.0％

〇障害者支援施設 ［ 2.4億円→   2.5億円］ 2.6％

〇保育所 ［ 5.2億円→   4.9億円］ △4.3％

〇乳児院 ［ 18.5億円→  18.1億円］ △2.0％

〇身体障害者社会参加支援施設
[    3.8億円→   3.8億円］ 0.0％

〇本部 ［ 1.6億円→   1.9億円］ 16.1％

〇重症心身障害児施設 ［ 12.3億円→  13.2億円］ 6.8％

〇老人福祉施設 ［ 36.3億円→  37.3億円］ 2.7％

経常活動による収入
[103.0億円→104.3億円] 1.2％

前期末支払資金残高
[  28.2億円→  30.5億円] 8.0％

施設整備等及び財務活動による収入
［ 11.1億円→ 23.6億円］ 110.9％
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６．社会福祉施設特別会計歳出予算のあらまし

平成21年度 平成22年度 増減率

支 出 合 計 116億円 →  133億円 14. 3%
収入支出差引額 25億円 →   25億円 －

施設整備等及び財務活動による支出
［ 12.0億円 → 27.8億円］ 130.7％

〇障害者支援施設 ［ 2.6億円→    2.7億円］ 5.2％

〇重症心身障害児施設 ［ 13.0億円→  13.8億円］ 5.9％

〇肢体不自由児施設 ［ 19.6億円→  19.0億円］ △3.2％

〇保育所 ［ 5.2億円→    5.1億円］ △1.8％

〇児童養護施設 [ 2.8億円→    2.9億円］ 2.2％

〇身体障害者社会参加支援施設
［ 4.0億円→    4.0億円］ 0.9％

〇乳児院 ［ 19.5億円→  19.8億円］ 1.1％

〇本部 [    1.2億円→    0.9億円］ △21.2％

経常活動による支出
［104.5億円 →105.5億円］ 0.9％

〇老人福祉施設 [  36.1億円→  36.8億円］ 2.0％

133億円

116億円


